
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
ル
ポ

く
は
、
谷
に
滑
り
落
ち
る

よ
う
に
崩
れ
て
い
た
。
Ｉ

なち万

つ　゛人
た４近

と分く
もの
言１の
わが住

れ犠民
て牲の
いにう

害密想る
拡集定゜
大さし急
のせなな

ーたい斜
因こま面

にとまに
なが家地

つ　゛屋震
た被をを

よ
う
だ
。

斜面の家滑り落ち
Ｉ
ン
と
い
う
音
と
と
も

に
、
地
面
の
中
か
ら
何
か

が
飛
び
出
し
て
き
た
の
か

と
思
っ
た
」
。
ボ
ア
パ
タ

夕
地
区
に
住
む
プ
レ
ス
さ

ん
（
7
0
）
は
１
９
一
日
夕
の
地
震

発
生
時
の
様
子
を
こ
う
振

り
返
る
。
体
を
前
後
左
右

に
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て

立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な

り
、
気
が
つ
い
た
ら
周
囲

　
　
　
　
　
⑩
総
額
笥
皿
作
贈

号
ｊ

の
建
物
が
崩
壊
し
て
い
た

と
い
う
。
プ
レ
ス
さ
ん
は

息
子
（
1
8
）
や
妹
ら
親
族
３

人
を
失
っ
た
。

　
ボ
ア
パ
タ
タ
地
区
に
は

中
流
家
庭
の
家
屋
が
建
ち

並
ん
で
い
た
。
見
た
目
は

比
較
的
し
っ
か
り
し
た
建

物
の
よ
う
で
も
、
倒
壊
家

屋
の
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
柱

か
ら
の
ぞ
く
鉄
筋
は
貧
弱

で
、
揺
れ
に
弱
い
急
斜
面

3
0
万
人
自
宅
失

永
」
国
連
人
道
問
題
調
整

事
務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
・
本

部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ー
ク
、
ジ
ュ

【
に
け
ぼ
漕
で
汪
居
岫
円
づ
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ボア
パ
タ
タ
地
区
の
尾
根
部
分
で
崩
壊
し
た
ザ
モ
ー
ル
さ
ん
（
左
）
　
一
家
の
家
屋
＝
底
田
学
撮
影

の
家
を
支
え
る
に
は
不
十

分
だ
っ
た
よ
う
だ
。
尾
根

に
上
が
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
家
が
谷
側
に
滑
り
落
ち

う
器

　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
Ｉ
ｊ
ｌ
－
ｊ
■
ｌ

ｉ

”
=
“
９
１
１
’
｜
’
ｎ
～
‐
～
Ｋ
Ｍ
ｊ
Ｓ

は
人
口
２
８
０
万
人
の
首
】
て
い
る
ｏ
気
温
が
高
ぺ

都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
を
一
疫
病
の
発
生
な
ど
も
懸
念

中
心
に
、
約
３
５
０
万
人
さ
れ
て
い
る
。

チ
上
空
か
ら
の
視
察
結
果

な
ど
を
も
と
に
、
震
災
状

況
を
発
表
し
た
。
被
災
地

な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
救
出
活
動
と
と

も
に
、
多
数
の
遺
体
の
処

置
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

妙
住
む
地
域
に
及
ん
で
い
Ｉ
　
一
方
、
世
界
食
糧
計
画

た
。
ひ
ど
い
場
所
で
は
押
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
・
本
部
ロ
ー
マ
）

価
の
建
物
が
倒
壊
し
て
参
も
1
5
日
／
被
災
者
２
０
０

・
り
、
約
3
0
万
人
が
家
を
失
万
人
分
を
目
標
に
今
後
６

っ
た
と
い
う
。

　
現
地
で
は
生
き
埋
め
に

な
っ
た
被
災
者
の
救
出
作

カ
月
間
、
食
糧
支
援
を
尹

う
方
針
を
明
ら
か
に
ヤ

た
。
資
金
と
し
て
米
国
か

一
業
が
最
優
先
課
題
に
な
っ
　
ら
既
に
２
０
０
０
万
�
が

て
い
る
。
欧
米
や
隣
国
ド
‐
‐
。
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
イ
ン

ミ
ニ
カ
共
和
国
な
ど
が
相
一
タ
ー
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
世

次
い
で
救
助
隊
を
派
遣
し
界
中
か
ら
個
人
の
寄
付
金

て
お
り
、
広
報
担
当
者
は

　
「
救
出
矛
・
‐
ム
の
人
員
は

も
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。
担

こ
れ
で
十
分
な
は
ず
だ
。
一
い
の
で
、
調
理
せ
ず
に
す

む
し
ろ
医
師
の
数
が
足
見
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
物
が
必

要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

　
国
連
児
童
基
金
（
ユ
平

セ
フ
・
本
部
ニ
ュ
ー
ヲ
リ

ク
）
で
は
、
地
震
で
親
と

は
ぐ
れ
た
り
親
を
亡
く
し

た
子
供
た
ち
を
保
護
す
る

た
め
、
登
録
リ
ス
ト
の
作
・

成
を
始
め
て
い
る
。

　
日
本
の
医
療
団

　
2
4
人
が
現
地
ヘ

　
ハ
イ
チ
の
救
援
活
動
の

た
め
、
日
本
政
府
が
派
遣

す
る
国
際
緊
急
援
助
隊
医

療
チ
ー
ム
2
4
入
が
1
6
日

夜
、
成
田
空
港
か
ら
チ
ャ

ー
タ
ー
機
で
出
発
し
た
。

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
の

当
者
は
「
燃
料
や
水
が
な
一
近
衛
忠
煉
社
長
（
7
0
）
も
同

日
、
民
間
機
で
出
発
、
後

続
の
日
赤
医
療
矛
・
‐
ム
８

内
相
「
死
者
2
0
万
人
」

　
　
【
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス

底
田
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

小
倉
孝
保
】
ハ
イ
チ
大
地

震
で
、
ビ
ア
ン
エ
メ
内
相

は
1
5
日
、
既
に
約
５
万
人

の
遺
体
を
収
容
し
、
死
者

「
は
約
2
0
万
人
に
達
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
語
っ
た
。
一
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
最
近

ロ
イ
タ
ー
通
信
が
伝
え
の
自
然
災
害
と
し
て
は
、

た
。
ハ
イ
チ
で
は
1
2
日
の
一
約
2
3
万
人
の
死
者
を
出
し

地
震
発
生
後
、
生
き
埋
め

1
1
1

1
た
0
4
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
犬

被
災
者
の
「
生
存
の
限
界
」
　
地
震
・
イ
ン
ド
洋
犬
津
波

と
さ
れ
る
一
一
に
時
間
が
掃
に
次
ぐ
規
模
に
な
る
可
能

司
人
的
被
害
の
拡
大
が
一
性
が
出
て
き
た
ｏ
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